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履
歴

一
九
五
五
年
︵
昭
和
三
十
年
︶
三
月
二
十
三
日
︑
佐
藤
松ま

つ

道み
ち

・
鈴す

ず

子こ

の
長
男
と
し
て
東
京
都
世
田
谷
区
に
生
ま
れ
る
︒
父
は
石
川
島
コ
ー
リ
ン
グ

株
式
会
社
︵
建
設
機
械
の
製
造
・
販
売
︶
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
︑
母
は
東
京
都
の
保
健
所
予
防
課
に
勤
務
す
る
医
師
だ
っ
た
︒
家
族
は

ほ
か
に
河こ

う
ち内

山や
ま

コ
ウ
︵
母
方
の
祖
母
︶︑
河
内
山
勝か

つ

晴は
る

︵
叔
父
︶︒

一
九
六
七
年
三
月
︑
和
光
学
園
小
学
校
卒
業
︒

一
九
六
七
年
四
月
︑
成
蹊
中
学
校
入
学
︒
こ
の
年
︑
目
黒
区
に
転
居
す
る
と
同
時
に
寄
席
通
い
を
始
め
る
︒
中
学
三
年
時
に
は
噺
家
に
な
る
こ
と

を
決
意
す
る
︒
高
校
を
中
退
し
て
柳
家
小
さ
ん
︵
五
代
目
︶
に
入
門
す
る
こ
と
を
企
て
る
が
︑
高
校
入
学
後
︑
挫
折
し
て
こ
れ
を
断
念
す
る
︒

一
九
七
三
年
三
月
︑
成
蹊
高
等
学
校
卒
業
︒

一
九
八
〇
年
三
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
文
学
科
国
文
学
専
攻
卒
業
︒
卒
業
論
文
﹁
八
代
集
時
代
の
連
歌
﹂︒

一
九
八
〇
年
四
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学
︒
平
安
後
期
の
和
歌
文
学
を
勉
強
す
る
つ
も
り
で
大
学
院

に
進
学
し
た
が
︑
非
常
勤
講
師
と
し
て
出
講
さ
れ
て
い
た
大
曾
根
章
介
中
央
大
学
文
学
部
教
授
に
出
会
い
︑
師
事
し
て
古
代
日
本
漢
文
学
の
研

究
を
志
す
︒

一
九
八
二
年
三
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
︒
修
士
論
文
﹁﹃
本
朝
無
題
詩
﹄
の
研
究
﹂︒

一
九
八
二
年
四
月
～
一
九
八
四
年
三
月　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生
︒
当
時
の
国
文
に
は
﹁
折
口
学
の
徒
に
あ
ら
ず
ん
ば
人
に

あ
ら
ず
﹂
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
︑
こ
れ
に
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
︒

一
九
八
四
年
四
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
入
学
︒

一
九
八
七
年
三
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
︒

一
九
九
三
年
八
月
︑
大
曾
根
先
生
の
急
逝
に
遭
遇
す
る
︒
先
生
は
永
ら
く
平
安
時
代
の
学
問
大
系
を
解
明
す
る
こ
と
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
︒
私
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は
こ
れ
を
継
承
し
て
研
究
に
従
事
し
︑
現
在
に
至
る
︒

一
九
九
四
年
四
月
～
一
九
九
五
年
三
月
︑
中
国
・
北
京
大
学
に
交
流
学
者
と
し
て
遊
学
す
る
︒

一
九
九
五
年
四
月
︑
大
曾
根
先
生
の
後
任
と
し
て
慶
應
義
塾
大
学
院
の
日
本
漢
文
学
の
講
座
を
引
き
継
ぐ
︒

二
〇
〇
一
年
五
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
︑
イ
ギ
リ
ス
・
大
英
図
書
館
で
敦
煌
出
土
写
本
の
調
査
に
当
た
る
︒

二
〇
〇
二
年
三
月
五
日
︑
論
文
﹁
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
﹂
に
よ
り
博
士
︵
文
学
︶
の
学
位
を
取
得
す
る
︵
慶
應
義
塾
大
学　

第
三
五
五

七
号
︶︒

　

職
歴
は
次
の
と
お
り
︒

︵
専
任
︶

一
九
八
九
年
四
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
助
手
︒

一
九
九
二
年
四
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
助
教
授
︒

二
〇
〇
三
年
四
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
︒

二
〇
一
四
年
十
月
～
二
〇
一
八
年
九
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
長
を
兼
ね
る
︒

二
〇
二
〇
年
三
月
︑
慶
應
義
塾
大
学
を
定
年
退
職
の
予
定
︒

︵
非
常
勤
︶

一
九
八
七
年
四
月
～
一
九
八
九
年
三
月
︑
宇
都
宮
大
学
教
養
部
講
師
︒

一
九
八
七
年
四
月
～
一
九
八
八
年
三
月
︑
慶
應
義
塾
志
木
高
等
学
校
国
語
科
講
師
︒

一
九
八
八
年
四
月
～
一
九
九
四
年
三
月
︑
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
講
師
︒

一
九
八
八
年
十
月
～
一
九
八
九
年
三
月
︑
鶴
見
大
学
文
学
部
講
師
︒

一
九
九
三
年
度
後
期
︑
中
京
大
学
文
学
部
講
師
︵
集
中
講
義
︶︒

一
九
九
五
年
四
月
～
二
〇
〇
一
年
三
月
︑
学
習
院
大
学
文
学
部
講
師
︒
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一
九
九
六
年
四
月
～
二
〇
〇
一
年
三
月
︑
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
講
師
︒

一
九
九
六
年
四
月
～
一
九
九
八
年
三
月
︑
実
践
女
子
大
学
文
学
部
講
師
︒

一
九
九
七
年
四
月
～
一
九
九
九
年
三
月
︑
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
育
学
部
講
師
︒

二
〇
〇
二
年
七
月
～
八
月
︑
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
イ
ェ
ー
ル
大
学
主
催
漢
文
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
︒

二
〇
〇
三
年
四
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月
︑
成
城
大
学
文
芸
学
部
講
師
︒

二
〇
〇
四
年
度
前
期
︑
名
古
屋
大
学
大
学
院
講
師
︵
二
〇
〇
四
年
七
月
に
集
中
講
義
︶︒

二
〇
〇
四
年
度
前
期
︑
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
講
師
︵
二
〇
〇
四
年
九
月
に
集
中
講
義
︶︒

二
〇
〇
五
年
四
月
～
九
月
︑
立
教
大
学
文
学
部
講
師
︒

二
〇
〇
九
年
三
月
～
四
月
︑
中
国
・
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
︒

二
〇
〇
九
年
四
月
～
二
〇
一
〇
年
三
月
︑
東
京
大
学
文
学
部
講
師
︒

二
〇
〇
九
年
四
月
～
二
〇
一
六
年
三
月
︑
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
講
師
︒

二
〇
一
〇
年
四
月
～
二
〇
一
二
年
三
月
︑
青
山
学
院
大
学
文
学
部
講
師
︒

二
〇
一
四
年
四
月
～
二
〇
一
六
年
三
月
︑
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
講
師
︒

二
〇
一
六
年
七
月
︑
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
イ
ェ
ー
ル
大
学
主
催
漢
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
︒

二
〇
一
八
年
九
月
︑
中
国
・
北
京
師
範
大
学
講
師
︒
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研 

究 

業 

績�

二
〇
一
九
年
十
月
一
日
現
在

著
書
・
論
文
・
口
頭
発
表
に
分
け
て
示
し
た
︒
書
籍
解
題
・
事
典
項
目
・
コ
ラ
ム
・
書
評
は
省
略
し
た
︒

著
書
に
収
録
し
た
論
文
に
は
︑
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
︵
著
書
に
冠
し
た
Ａ
～
Ｅ
︶
を
付
し
て
そ
の
旨
を
示
し
た
︒

一
、　
著
書

Ａ
﹃
新
撰
朗
詠
集　

校
本
と
総
索
引
﹄︵
三
弥
井
書
店
︑
一
九
九
四
年
一
月
︑
526
頁
︑
川
村
晃
生
氏
と
共
著
︶

Ｂ
﹃
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
﹄︵
笠
間
書
院
︑
二
〇
〇
三
年
五
月
︑
400
頁
︶

Ｃ
﹃
和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
﹄︵
和
歌
文
学
大
系
47
︑
明
治
書
院
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
656
頁
︑
柳
澤
良
一
氏
と
共
著
︶

Ｄ
﹃
三
河
鳳
来
寺
旧
蔵
暦
応
二
年
書
写 

和
漢
朗
詠
集 
影
印
と
研
究
﹄︵
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
四
年
二
月
︑
影
印
篇
253
頁
︑
研
究
篇
237
頁
︶

Ｅ
﹃
句
題
詩
論
考
─
王
朝
漢
詩
と
は
何
ぞ
や
﹄︵
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
六
年
十
一
月
︑
406
頁
︶

二
、　
論
文

﹁
藤
原
周
光
の
生
涯
﹂︵﹃
平
安
文
学
研
究
﹄
第
六
十
七
輯
︑
平
安
文
学
研
究
会
︑
一
九
八
二
年
六
月
︑
168
─

180
頁
︶

﹁
釈
蓮
禅
と
藤
原
親
光
の
紀
行
唱
和
詩
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
﹂︵﹃
三
田
国
文
﹄
第
一
号
︑
三
田
国
文
の
会
︑
一
九
八
三
年
一
月
︑
13
─

20
頁
︶

﹁﹃
詩
序
集
﹄
成
立
考
﹂︵﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
第
六
十
二
巻
第
十
二
号
︑
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
︑
一
九
八
五
年
十
二
月
︑
25
─

37
頁
︶
Ｂ

﹁
南
家
本
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
奥
書
の
再
検
討
﹂︵﹃
日
本
古
典
文
学
会
会
報
﹄
第
百
十
号
︑
日
本
古
典
文
学
会
︑
一
九
八
六
年
七
月
︑
6
─

7
頁
︶
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﹁﹃
法
性
寺
殿
御
集
﹄
考
﹂︵﹃
中
古
文
学
と
漢
文
学
Ⅱ
﹄︵
和
漢
比
較
文
学
叢
書　

第
四
巻
︶︑
汲
古
書
院
︑
一
九
八
七
年
二
月
︑
353
─

380
頁
︶
Ｂ

﹁
陽
明
文
庫
蔵
﹁
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
﹂︵
翻
印
・
解
題
︶﹂︵﹃
中
世
文
学
と
漢
文
学
Ⅰ
﹄︵
和
漢
比
較
文
学
叢
書　

第
五
巻
︶︑
汲
古
書
院
︑

一
九
八
七
年
七
月
︑
1
─

76
頁
︒
大
曾
根
章
介
氏
・
後
藤
昭
雄
氏
・
山
崎
誠
氏
と
共
著
︶

﹁
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
﹃
詩
序
集
﹄︵
翻
印
・
解
題
︶﹂︵﹃
和
漢
比
較
文
学
研
究
の
諸
問
題
﹄︵
和
漢
比
較
文
学
叢
書　

第
八
巻
︶︑
汲
古
書
院
︑
一
九

八
八
年
三
月
︑
1
─

54
頁
︒
大
曾
根
章
介
氏
と
共
著
︶

﹁
蒙
求
古
註
集
成
索
引
﹂︵﹃
蒙
求
古
註
集
成
﹄
下
巻
︑
汲
古
書
院
︑
一
九
八
九
年
九
月
︑
607
─

660
頁
︶

﹁﹃
本
朝
無
題
詩
﹄
伝
本
考
﹂︵﹃
和
漢
比
較
文
学
﹄
第
五
号
︑
和
漢
比
較
文
学
会
︑
一
九
八
九
年
十
一
月
︑
13
─

23
頁
︶
Ｂ

﹁﹃
本
朝
続
文
粋
﹄
と
﹃
本
朝
無
題
詩
﹄﹂︵﹃
三
田
国
文
﹄
第
十
二
号
︑
三
田
国
文
の
会
︑
一
九
八
九
年
十
二
月
︑
10
─

14
頁
︶

﹁
藤
原
式
家
と
二
つ
の
集
─
本
朝
続
文
粋
と
本
朝
無
題
詩
﹂︵﹃
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
﹄
第
五
十
五
巻
第
十
号
︑
至
文
堂
︑
一
九
九
〇
年
十
月
︑
123

─

130
頁
︶

﹁
大
江
佐
国
︑
花
を
愛
し
蝶
と
な
る
こ
と
─
佐
国
伝
の
考
察
﹂︵﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
第
六
十
八
巻
第
十
一
号
︑
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
︑
一
九

九
一
年
十
一
月
︑
51
─

60
頁
︶
Ｂ

﹁
大
江
匡
房
─
和
漢
に
通
暁
し
た
高
位
の
学
者
﹂︵﹃
国
文
学 
解
釈
と
鑑
賞
﹄
第
五
十
七
巻
第
三
号
︑
至
文
堂
︑
一
九
九
二
年
三
月
︑
30
─

37
頁
︶

﹁﹃
擲
金
抄
﹄
の
撰
者
﹂︵﹃
新
古
今
集
と
漢
文
学
﹄︵
和
漢
比
較
文
学
叢
書　

第
十
三
巻
︶︑
汲
古
書
院
︑
一
九
九
二
年
十
一
月
︑
137
─

147
頁
︶

﹁﹃
本
朝
続
文
粋
﹄
と
白
詩
─
白
詩
受
容
史
上
の
大
江
匡
房
﹂︵﹃
白
居
易
研
究
講
座
﹄
第
三
巻
︑
勉
誠
社
︑
一
九
九
三
年
十
月
︑
152
─

169
頁
︶
Ｂ

﹁﹃
新
撰
朗
詠
集
﹄
解
題
﹂︵﹃
新
撰
朗
詠
集　

校
本
と
総
索
引
﹄︑
三
弥
井
書
店
︑
一
九
九
四
年
一
月
︑
161
─
180
頁
︶
Ａ
︑﹁﹃
新
撰
朗
詠
集
﹄
の
成

立
﹂
と
改
題
し
て
B
に
収
め
る
︒

﹁﹁
暮
年
記
﹂
の
執
筆
時
期
﹂︵﹃
藝
文
研
究
﹄
第
六
十
五
号
︑
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
︑
一
九
九
四
年
三
月
︑
73
─

83
頁
︶
Ｂ

﹁
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
﹃
性
霊
集
略
注
﹄︵
翻
印
・
解
題
︶﹂︵﹃
和
漢
比
較
文
学
の
周
辺
﹄︵
和
漢
比
較
文
学
叢
書　

第
十
八
巻
︶︑
汲
古
書
院
︑
一

九
九
四
年
八
月
︑
223
─

304
頁
︶
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﹁﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
の
世
界
﹂︵﹃
時
代
別
日
本
文
学
史
事
典　

中
古
編
﹄︑
有
精
堂
︑
一
九
九
五
年
一
月
︑
210
─

216
頁
︶

﹁
大
江
匡
房
の
﹃
文
選
﹄
受
容
﹂︵﹃
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
﹄
第
六
十
巻
第
十
号
︑
至
文
堂
︑
一
九
九
五
年
十
月
︑
76
─

83
頁
︶
Ｂ

﹁
北
京
古
書
事
情
﹂︵﹃
和
本
﹄
第
二
十
二
号
︑
東
京
古
典
会
︑
一
九
九
六
年
五
月
︑
1
─

5
頁
︒﹃
日
本
の
名
随
筆
別
巻
72
古
書
Ⅱ
﹄︑
作
品
社
︑

一
九
九
七
年
二
月
に
収
め
る
︶

﹁
詩
体
と
思
想
─
平
安
後
期
の
展
開
﹂︵﹃
日
本
文
学
史
﹄
第
三
巻
︑
岩
波
書
店
︑
一
九
九
六
年
九
月
︑
223
─

252
頁
︶﹁
平
安
後
期
の
漢
文
学
﹂
と

改
題
し
て
Ｂ
に
収
め
る
︒

﹁
大
江
匡
房
の
嘉
承
二
年
﹁
朔
旦
冬
至
賀
表
﹂﹂︵﹃
日
本
漢
学
研
究
﹄
第
一
号
︑
一
九
九
七
年
十
一
月
︑
1
─

10
頁
︶
Ｂ

﹁
寂
照
の
遺
跡
﹂︵﹃
日
本
漢
学
研
究
﹄
第
一
号
︑
一
九
九
七
年
十
一
月
︑
51
─

53
頁
︶

﹁
匡
房
と
寂
照
﹂︵﹃
む
ら
さ
き
﹄
第
34
輯
︑
紫
式
部
学
会
︑
一
九
九
七
年
十
二
月
︑
63
─

67
頁
︶
Ｂ

﹁﹃
擲
金
抄
﹄
解
題
﹂︵﹃
真
福
寺
善
本
叢
刊
﹄
第
十
一
巻
︑
臨
川
書
店
︑
一
九
九
八
年
十
月
︑
617
─

635
頁
︶
Ｂ

﹁
詩
序
と
句
題
詩
﹂︵﹃
日
本
漢
学
研
究
﹄
第
二
号
︑
一
九
九
八
年
十
月
︑
15
─

33
頁
︶
Ｂ

﹁
大
江
匡
房
﹁
殿
下
御
八
講
願
文
﹂
は
承
保
二
年
の
作
か
─
﹃
匡
房
全
集
﹄
の
完
成
に
向
け
て
﹂︵﹃
藝
文
研
究
﹄
第
七
十
七
号
︑
慶
應
義
塾
大
学

藝
文
学
会
︑
一
九
九
九
年
十
二
月
︑
61
─

71
頁
︶
Ｂ

﹁﹃
本
朝
続
文
粋
﹄
解
題
﹂︵﹃
日
本
漢
学
研
究
﹄
第
三
号
︑
二
〇
〇
一
年
三
月
︑
1
─

18
頁
︶﹁﹃
本
朝
続
文
粋
﹄
成
立
考
﹂
と
改
題
し
て
Ｂ
に
収

め
る
︒

﹁﹃
白
氏
文
集
﹄
解
題
﹂︵﹃
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書　

文
学
篇
﹄
第
二
十
一
巻
︑
臨
川
書
店
︑
二
〇
〇
一
年
七
月
︑
473
─

498
頁
︶

﹁﹃
扶
桑
古
文
集
﹄
訳
注
︵
抜
萃
︶﹂︵﹃
野
鶴
群
芳
﹄︑
笠
間
書
院
︑
二
〇
〇
二
年
十
月
︑
149
─

164
頁
︶

﹁
院
政
期
二
題
﹂︵﹃
言
語
と
テ
キ
ス
ト
学
﹄︵
院
政
期
文
化
論
集　

第
二
巻
︶︑
森
話
社
︑
二
〇
〇
二
年
十
二
月
︑
119
─

122
頁
︶

﹁
句
題
詩
詠
法
の
確
立
─
日
本
漢
学
史
上
の
菅
原
文
時
﹂︵﹃
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
﹄︑
笠
間
書
院
︑
二
〇
〇
三
年
五
月
︑
205
─

228
頁
︶
Ｂ

﹁
田
安
徳
川
家
蔵
﹃
内
宴
記
﹄︵
前
半
︶
の
翻
字
と
訓
読
﹂︵﹃
日
本
漢
学
研
究
﹄
第
四
号
︑
二
〇
〇
四
年
三
月
︑
13
─

19
頁
︒
堀
川
貴
司
氏
と
共
著
︶
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﹁
保
元
三
年
﹃
内
宴
記
﹄
の
発
見
﹂︵﹃
中
世
文
学
﹄
第
四
十
九
号
︑
中
世
文
学
会
︑
二
〇
〇
四
年
六
月
︑
46
─

55
頁
︶
Ｅ

﹁
平
安
時
代
の
策
問
と
対
策
文
﹂︵﹃M

inds of the Past

﹄︑
慶
應
義
塾
出
版
会
︑
二
〇
〇
五
年
三
月
︑
238
─

260
頁
︶
Ｅ

﹁
江
註
と
私
註
─﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
註
釈
の
視
点
─
﹂︵﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
第
八
十
二
巻
第
五
号
︑
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
︑
二
〇
〇
五
年
五

月
︑
192
─

203
頁
︶
Ｄ

﹁
日
本
漢
籍
の
国
外
流
出
─
明
治
前
期
の
概
観
﹂︵﹃
藝
文
研
究
﹄
第
八
十
八
号
︑
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
︑
二
〇
〇
五
年
六
月
︑
24
─

35
頁
︶

﹁
朗
詠
江
註
の
視
点
﹂︵﹃
日
本
文
学
﹄
第
五
十
四
巻
第
七
号
︑
日
本
文
学
協
会
︑
二
〇
〇
五
年
七
月
︑
12
─

21
頁
︶
Ｄ

﹁
平
安
後
期
の
題
詠
と
句
題
詩
─
そ
の
構
成
方
法
に
関
す
る
比
較
考
察
﹂︵﹃
和
歌
文
学
研
究
﹄
第
九
十
一
号
︑
和
歌
文
学
会
︑
二
〇
〇
五
年
十
二

月
︑
25
─

38
頁
︶
Ｅ

﹁﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄︑
幼
学
書
へ
の
道
﹂︵﹃
和
漢
比
較
文
学
﹄
第
三
十
六
号
︑
和
漢
比
較
文
学
会
︑
二
〇
〇
六
年
二
月
︑
35
─

48
頁
︶
Ｄ

﹁﹁
朗
詠
江
註
﹂
の
発
端
﹂︵﹃
藝
文
研
究
﹄
第
九
十
一
号
第
一
分
冊
︑
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
︑
二
〇
〇
六
年
十
二
月
︑
45
─

63
頁
︶
Ｄ

﹁﹁
朗
詠
江
註
﹂
と
古
本
系
﹃
江
談
抄
﹄﹂︵﹃
説
話
文
学
研
究
﹄
第
四
十
二
号
︑
説
話
文
学
会
︑
二
〇
〇
七
年
七
月
︑
19
─

29
頁
︶
Ｄ

﹁
句
題
詩
概
説
﹂︵﹃
句
題
詩
研
究
﹄︑
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
七
年
六
月
︑
1
─

45
頁
︶
Ｅ

﹁
宮
廷
文
学
と
教
育
﹂︵﹃
王
朝
文
学
と
東
ア
ジ
ア
の
宮
廷
文
学
﹄︑
竹
林
舎
︑
二
〇
〇
八
年
五
月
︑
490
─

508
頁
︶﹁
平
安
貴
族
の
読
書
﹂
と
改
題
し

て
Ｄ
に
収
め
る
︒

﹁
大
江
匡
房
の
官
職
・
位
階
と
文
学
﹂︵﹃
王
朝
文
学
と
官
職
・
位
階
﹄︑
竹
林
舎
︑
二
〇
〇
八
年
五
月
︑
275
─

293
頁
︶﹁
大
江
匡
房
略
伝
﹂
と
改
題

し
て
Ｄ
に
収
め
る
︒

﹁﹃
古
事
談
﹄
と
﹃
江
談
抄
﹄﹂︵﹃﹃
古
事
談
﹄
を
読
み
解
く
﹄︑
笠
間
書
院
︑
二
〇
〇
八
年
七
月
︑
20
─

37
頁
︶
Ｄ

﹁
説
話
の
中
の
句
題
詩
﹂︵﹃
藝
文
研
究
﹄
第
九
十
五
号
︑
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
︑
二
〇
〇
八
年
十
二
月
︑
89
─

97
頁
︶
Ｅ

﹁
省
試
詩
と
句
題
詩
﹂︵﹃
日
語
学
習
与
研
究
﹄
第
百
四
十
一
号
︑
中
国
日
語
教
学
研
究
会
︑
二
〇
〇
九
年
四
月
︑
51
─

57
頁
︶
Ｅ

﹁﹁
佐
保
切
﹂
追
跡
─
大
燈
国
師
を
伝
称
筆
者
と
す
る
書
蹟
に
関
す
る
考
察
─
﹂︵﹃
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
﹄
第
七
号
︑
臨
済
宗
妙
心
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寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
︑
二
〇
〇
九
年
五
月
︑
1
─

18
頁
︶

﹁
故
事
の
発
掘
︑
故
事
の
開
拓
﹂︵﹃
文
学
﹄
隔
月
刊
第
十
巻
第
三
号
︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
九
年
五
月
︑
53
─

69
頁
︶
Ｅ

﹁
平
安
時
代
の
詩
序
に
関
す
る
覚
書
﹂︵﹃
平
安
文
学
史
論
考
﹄︑
武
蔵
野
書
院
︑
二
〇
〇
九
年
十
二
月
︑
657
─

679
頁
︶
Ｅ

﹁
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵 

日
本
漢
学
関
係
図
書
解
題
﹂︵﹃
慶
應
義
塾
図
書
館
の
蔵
書
﹄︑
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
九
年
十
月
︑
57
─

69
頁
︒

堀
川
貴
司
氏
と
共
著
︶

﹁
藤
原
道
長
の
漢
籍
蒐
集
﹂︵﹃
名
だ
た
る
蔵
書
家
︑
隠
れ
た
蔵
書
家
﹄︑
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
〇
年
八
月
︑
15
─

28
頁
︶

﹁
解
説
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄﹂︵﹃
和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
﹄︑
明
治
書
院
︑
二
〇
一
一
年
七
月
︑
522
─
542
頁
︶
Ｃ

﹁
平
安
時
代
に
於
け
る
﹃
文
選
集
注
﹄
の
受
容
﹂︵﹃
注
釈
書
の
古
今
東
西
﹄︵
平
成
二
十
二
年
度
極
東
証
券
寄
附
講
座
﹁
文
献
学
の
世
界
﹂
報
告

書
︶︑
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
︑
二
〇
一
一
年
十
一
月
︑
99
─
120
頁
︶

﹁
柳
市
・
三
乗
─
本
邦
漢
語
考
﹂︵﹃
藝
文
研
究
﹄
第
百
一
号
第
一
分
冊
︑
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
︑
二
〇
一
一
年
十
二
月
︑
118
─

127
頁
︶
Ｅ

﹁
絵
巻
の
錯
簡
─﹃
年
中
行
事
絵
巻
﹄
内
宴
の
巻
の
場
合
﹂︵﹃
貴
重
書
の
挿
絵
と
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
﹄︑
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
二
年
九
月
︑

82
─

100
頁
︶

﹁
九
条
兼
実
の
読
書
生
活
─﹃
素
書
﹄
と
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄﹂︵﹃
玉
葉
を
読
む
﹄︑
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
三
年
三
月
︑
187
─

205
頁
︶

﹁﹁
文
章
﹂
と
﹁
才
学
﹂─
平
安
後
期
の
用
例
か
ら
そ
の
特
質
を
探
る
﹂︵﹃
日
本
に
お
け
る
﹁
文
﹂
と
﹁
文
学
﹂﹄︵
ア
ジ
ア
遊
学
百
六
十
二
︶︑
勉

誠
出
版
︑
二
〇
一
三
年
三
月
︑
133
─

142
頁
︶
Ｅ

﹁
絵
巻
の
錯
簡
─﹃
年
中
行
事
絵
巻
﹄
巻
五
の
場
合
﹂︵﹃
中
世
の
物
語
と
絵
画
﹄︑
竹
林
舎
︑
二
〇
一
三
年
五
月
︑
121
─

143
頁
︶﹁
内
宴
を
見
る
﹂

と
改
題
し
て
Ｅ
に
収
め
る
︒

﹁
漢
詩
文
・
漢
文
学
﹂︵﹃
日
本
文
学
史 

古
代
・
中
世
編
﹄︑
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
〇
一
三
年
五
月
︑
140
─

160
頁
︶﹁
句
題
詩
の
展
開
─
王
朝
詩
史

の
試
み
﹂
と
改
題
し
て
Ｅ
に
収
め
る
︒

﹁﹃
朝
野
群
載
﹄
巻
十
三
の
問
題
点
﹂︵﹃
藝
文
研
究
﹄
第
百
四
号
︑
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
︑
二
〇
一
三
年
六
月
︑
1
─

17
頁
︶
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﹁
慶
滋
保
胤
伝
の
再
検
討
﹂︵﹃
説
話
文
学
研
究
﹄
第
四
十
八
号
︑
説
話
文
学
会
︑
二
〇
一
三
年
七
月
︑
75
─

84
頁
︶
Ｅ

﹁
三
河
鳳
来
寺
旧
蔵
暦
応
二
年
書
写
﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
解
題
﹂︵﹃
三
河
鳳
来
寺
旧
蔵
暦
応
二
年
書
写 

和
漢
朗
詠
集 

影
印
と
研
究
﹄
研
究
篇
︑
勉

誠
出
版
︑
二
〇
一
四
年
二
月
︑
3
─

14
頁
︶
D

﹁The Popularity of Sino–Japanese Topic Poetry during the H
eian Period 

﹂︵﹃A
C

TA
 A

SIATIC
A

﹄︑
第
百
七
号
︑
東
方
学
会
︒
二
〇
一

四
年
八
月
︑
59
─

79
頁
︶
同
内
容
の
日
本
語
論
文
﹁
平
安
時
代
に
於
け
る
句
題
詩
の
流
行
﹂
を
Ｅ
に
収
め
る
︒

﹁
養
和
元
年
の
意
見
封
事
﹂︵﹃
池
田
利
夫
追
悼
論
集
﹄︑
笠
間
書
院
︑
二
〇
一
四
年
十
月
︑
251
─

281
頁
︶

﹁﹃
江
談
抄
﹄─
平
安
時
代
の
知
識
体
系
を
垣
間
見
る
﹂︵﹃
世
界
を
読
み
解
く
一
冊
の
本
﹄︑
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
四
年
十
月
︑
21
─

44

頁
︶﹁
文
人
貴
族
の
知
識
体
系
﹂
と
改
題
し
て
Ｅ
に
収
め
る
︒

﹁
四
韻
と
絶
句
─﹃
源
氏
物
語
﹄
乙
女
巻
補
注
﹂︵﹃
む
ら
さ
き
﹄
第
五
十
一
輯
︑
二
〇
一
四
年
十
二
月
︑
67
─

73
頁
︶
Ｅ

﹁
秀
句
の
方
法
﹂︵﹃
日
本
﹁
文
﹂
学
史
﹄
第
一
冊
︑
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
五
年
九
月
︑
465
─

474
頁
︶
Ｅ

﹁﹃
百
二
十
詠
﹄
と
句
題
詩
﹂︵﹃
藝
文
研
究
﹄
第
百
九
号
第
一
分
冊
︑
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
︑
二
〇
一
五
年
十
二
月
︑
272
─

283
頁
︶
Ｅ

﹁
猿
投
神
社
の
漢
籍
古
写
本
─﹃
史
記
﹄﹃
春
秋
経
伝
集
解
﹄
の
書
写
者
を
探
る
﹂︵
豊
田
市
史
研
究
特
別
号
﹃
猿
投
神
社
の
典
籍
﹄︑
愛
知
県
豊
田

市
︑
二
〇
一
六
年
三
月
︑
18
─

22
頁
︶

﹁
伝
授
と
筆
耕
─
呉
三
郎
入
道
の
事
績
﹂︵﹃
中
世
文
学
﹄
第
六
十
一
号
︑
中
世
文
学
会
︑
二
〇
一
六
年
六
月
︑
77
─

86
頁
︶

﹁
室
町
後
期
に
於
け
る
﹃
論
語
﹄
伝
授
の
様
相
─
天
文
版
﹃
論
語
﹄
の
果
た
し
た
役
割
﹂︵﹃
斯
文
﹄
第
百
二
十
九
号
︑
斯
文
会
︑
二
〇
一
六
年
九

月
︑
17
─

28
頁
︶

﹁
藤
原
有
国
伝
の
再
検
討
﹂︵﹃
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
﹄
第
一
号
︑
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
︑
二
〇
一
七
年
三
月
︑
120
─

135
頁
︶

﹁
平
安
後
期
の
文
章
得
業
生
に
関
す
る
覚
書
﹂︵﹃
藝
文
研
究
﹄
第
百
十
三
号
第
一
分
冊
︑
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
︑
二
〇
一
七
年
十
二
月
︑
127

─

143
頁
︶

﹁
金
澤
文
庫
本
﹃
春
秋
経
伝
集
解
﹄︑
奥
書
の
再
検
討
﹂︵﹃
図
書
寮
漢
籍
叢
考
﹄︑
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
八
年
二
月
︑
27
─

34 

頁
︶



─ XII─

﹁﹃
古
文
孝
経
﹄
永
仁
五
年
写
本
の
問
題
点
﹂︵﹃
図
書
寮
漢
籍
叢
考
﹄︑
汲
古
書
院
︑
二
〇
一
八
年
二
月
︑
45
─

53
頁
︶

﹁
清
原
家
の
学
問
体
系
と
蔵
書
﹂︵﹃
書
物
学
﹄
第
十
三
巻
︑
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
八
年
八
月
︑
2
─

15
頁
︶

﹁﹃
玉
葉
﹄
に
見
ら
れ
る
課
試
制
度
関
連
記
事
の
再
検
討
﹂︵﹃
変
革
期
の
社
会
と
九
条
兼
実　
﹃
玉
葉
﹄
を
ひ
ら
く
﹄︑
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
八
年

十
月
︑
261
─

272
頁
︶

﹁
吉
田
家
旧
蔵
の
兵
書
﹂︵﹃
書
物
学
﹄
第
十
四
巻
︑
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
八
年
十
二
月
︑
15
─

19
頁
︶

﹁
日
本
漢
学
研
究
に
於
け
る
古
筆
切
の
利
用
﹂︵﹃
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
報
﹄
第
三
号
︑
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会
︑
二
〇
一
九
年
三
月
︑
26
─

47
頁
︶

三
、
口
頭
発
表

﹁﹃
詩
序
集
﹄
成
立
考
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
東
部
例
会
︑
東
京
都
・
中
央
大
学
駿
河
台
会
館
︑
一
九
八
五
年
一
月
二
十
六
日
︒

﹁﹃
法
性
寺
殿
御
集
﹄
考
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
東
部
例
会
︑
東
京
都
・
中
央
大
学
駿
河
台
会
館
︑
一
九
八
五
年
四
月
二
十
日
︒

﹁﹃
新
撰
朗
詠
集
﹄
の
成
立
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
四
回
大
会
︑
東
京
都
・
早
稲
田
大
学
︑
一
九
八
五
年
十
月
十
八
日
︒

﹁﹃
本
朝
無
題
詩
﹄
伝
本
考
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
七
回
大
会
︑
愛
知
県
・
名
古
屋
女
子
大
学
︑
一
九
八
八
年
十
一
月
三
日
︒

﹁
大
江
佐
国
︑
花
を
愛
し
蝶
と
な
る
こ
と
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
東
部
例
会
︑
東
京
都
・
国
文
学
研
究
資
料
館
︑
一
九
九
一
年
四
月
二
十
日
︒

﹁
西
府
の
大
江
匡
房
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
十
一
回
大
会
︑
北
海
道
・
北
海
学
園
大
学
︑
一
九
九
二
年
九
月
二
十
六
日
︒

﹁
大
江
匡
房
の
嘉
承
二
年
﹁
賀
朔
旦
冬
至
表
﹂─
異
例
の
事
態
に
重
な
っ
た
草
稿
の
混
入
─
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
十
四
回
大
会
︑
兵
庫
県
・
神

戸
大
学
︑
一
九
九
五
年
十
一
月
二
十
六
日
︒

﹁
詩
序
の
破
題
─
日
本
漢
学
史
上
の
菅
原
文
時
─
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
二
十
一
回
大
会
︑
福
岡
県
・
太
宰
府
天
満
宮
︑
二
〇
〇
二
年
九
月
二

十
九
日
︒

﹁
保
元
三
年
﹃
内
宴
記
﹄
の
発
見
﹂︑
中
世
文
学
会
第
九
十
四
回
大
会
︑
千
葉
県
・
聖
徳
大
学
︑
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
五
日
︒



─ XIII─

﹁
策
問
の
史
的
展
開
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
二
十
二
回
大
会
︑
東
京
都
・
法
政
大
学
︑
二
〇
〇
三
年
九
月
二
十
一
日
︒

﹁
平
安
時
代
の
策
問
と
対
策
文
﹂︑H

arvard U
niversity K

anshibun C
onference

︑
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
︑
二
〇
〇
四
年
五
月
七
日
︒

﹁
江
註
と
私
註
─﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
註
釈
の
視
点
─
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
西
部
例
会
︑
兵
庫
県
・
大
手
前
大
学
︑
二
〇
〇
四
年
九
月
十
八
日
︒

﹁
平
安
後
期
の
題
詠
と
句
題
詩
─
そ
の
構
成
方
法
に
関
す
る
比
較
考
察
﹂︑
和
歌
文
学
会
例
会
︑
東
京
都
・
学
習
院
大
学
︑
二
〇
〇
五
年
五
月
二

十
一
日
︒

﹁﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄︑
幼
学
書
へ
の
道
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
二
十
四
回
大
会
︑
京
都
府
・
京
都
女
子
大
学
︑
二
〇
〇
五
年
十
月
二
日
︒

﹁﹁
朗
詠
江
註
﹂
と
古
本
系
﹃
江
談
抄
﹄﹂︑
説
話
文
学
会
平
成
十
八
年
度
大
会
︑
京
都
府
・
佛
教
大
学
︑
二
〇
〇
六
年
六
月
十
八
日
︒

﹁
省
試
詩
と
句
題
詩
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
二
十
七
回
大
会
︑
宮
城
県
・
東
北
大
学
︑
二
〇
〇
八
年
九
月
二
十
八
日
︒

﹁
平
安
時
代
に
於
け
る
﹃
文
選
集
注
﹄
の
受
容
﹂︑
日
本
中
国
学
会
第
六
十
二
回
大
会
︑
広
島
県
・
広
島
大
学
︑
二
〇
一
〇
年
十
月
九
日
︒

﹁
絵
巻
の
錯
簡
─﹃
年
中
行
事
絵
巻
﹄
巻
五
の
場
合
﹂︑
奈
良
絵
本
・
絵
巻
国
際
会
議 

岡
山
大
会
︑
二
〇
一
一
年
八
月
二
十
一
日
︒

﹁﹃
朝
野
群
載
﹄
巻
十
三
所
収
の
秀
才
申
文
三
篇
は
実
作
か
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
三
十
一
回
大
会
︑
京
都
府
・
同
志
社
女
子
大
学
︑
二
〇
一
二

年
九
月
三
十
日
︒

﹁
慶
滋
保
胤
伝
の
再
検
討
﹂︑
説
話
文
学
会
九
月
例
会
︑
東
京
都
・
青
山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
︑
二
〇
一
二
年
十
月
七
日
︒

﹁
金
澤
文
庫
本
﹃
春
秋
経
伝
集
解
﹄︑
奥
書
の
再
検
討
﹂︑
書
陵
部
漢
籍
研
究
成
果
報
告
会
︑
東
京
都
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
︑
二
〇
一
三

年
十
二
月
七
日
︒

﹁
伝
授
と
筆
耕
─
呉
三
郎
入
道
の
事
績
﹂︑
中
世
文
学
会
平
成
二
十
七
年
度
春
季
大
会
︑
東
京
都
・
明
星
大
学
日
野
校
︑
二
〇
一
五
年
五
月
二
十

四
日
︒

﹁﹃
古
文
孝
経
﹄
永
仁
五
年
写
本
の
問
題
点
﹂︑
書
陵
部
漢
籍
研
究
成
果
報
告
会
︑
東
京
都
・
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
︑
二
〇
一
六
年
六

月
四
日
︒



─ XIV─

﹁
藤
原
有
国
伝
の
再
検
討
﹂︑
和
漢
比
較
文
学
会
第
三
十
五
回
大
会
︑
東
京
都
・
成
城
大
学
︑
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
五
日
︒

﹁
平
安
時
代
の
詩
宴
に
果
た
し
た
謝
霊
運
の
役
割
﹂︑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
謝
霊
運
を
中
心
と
し
た
六
朝
詩
と
日
本
文
学
﹂︑
中
国
・
北
京
師
範
大
学
︑

二
〇
一
七
年
九
月
九
日
︒

﹁
大
江
匡
房
と
藤
原
基
俊
﹂︑
説
話
文
学
会
二
〇
一
九
年
度
大
会
︑
愛
知
県
・
名
古
屋
大
学
︑
二
〇
一
九
年
六
月
三
十
日
︒

﹁
日
本
漢
学
史
上
の
句
題
詩
﹂︑
慶
應
義
塾
中
国
文
学
会 

第
四
回
大
会
︑
神
奈
川
県
・
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
︑
二
〇
一
九
年
七
月
十

三
日
︒


